
第199回「河川文化を語る会」のご案内

知的好奇心のススメ講演

～ 地図上のコンテンツからコンテキストを読む
埼玉の魅力 海と中小河川が刻んだ台地を歩くă

氏講師 吉 村 忠
よ し む ら ただし

（ 埼玉スリバチ学会代表・埼玉の地形の歴史のプレゼンター ）

埼玉県の地形は西に山地、丘陵地、東に台地と低地が広がり、大河は斜めに県域を横切っている。
台地には、間氷期、氷期を経て刻まれた個性豊かな中小河川やその痕跡が残り、今の我々につながる
営みの痕跡が刻まれている。大宮台地や武蔵野台地には台地を水源とする中小河川が存在しており、
川を踏破することさえできる。

最近、歩いていますか？ 製造業の世界では、三現主義や五ゲン主義という考えが基本にある。三
現主義は現場で現物を見て現実を捉える。五ゲン主義は原理、原則が加わる。地形や歴史は、書物か
ら得た情報に、自らの足で確かめた現地情報を足すと、知的好奇心がさらに駆立てられます。
埼玉スリバチ学会は、東京都心部の凸凹を歩く東京スリバチ学会から独立した。活動を始めてすぐ

に気付いたことは、コンテンツ力のある東京と同じことをやっていても、埼玉の魅力を引き出せない
ことである。埼玉県の土地の魅力とは果たして何だろう？

【講師略歴】
埼玉スリバチ学会代表。埼玉の地形の歴史のプレゼンター。経営・生産・品質管理コ

ンサルタント。1969年東京三鷹市出身、足立区在住。

2012年から東京スリバチ学会のまち歩きに参加し、2014年9月に埼玉スリバチ学会を

。 、 。設立する 現在は 月1回程度のペースで県内各所でフィールドワークを行っている

、 、 、もともと歴史好き 坂好きで日本各地を歩いていたが 地形という視点で歩くことで

景色が変って見えると実感している。

平成３０年１１月２８日（水） １４：００～１６：００■開催日時

埼玉県県民健康センター １Ｆ「大会議室Ｂ」■開催場所

（ ）さいたま市浦和区仲町3-5-1 TEL：048-824-4801

「浦和駅」から徒歩15分 「中浦和駅」から徒歩20分■交 通

無 料■参 加 費

氏名･(勤務先)･TEL･(FAX)･二種正会員 /一般の別を明記の上、FAX/郵送/E-mail■申し込み/ (個人会員)

（参加票の送付等はありません。直接会場へお越しください）問い合わせ のいずれかでお申し込みください。

日本河川協会「河川文化を語る会」事務局 担当：高木，佐藤公益社団法人

TEL 03-3238-9771 FAX 03-3288-2426 E-mail kataru@japanriver.or.jp： ： ：

定員 名 になり次第締め切らせていただきます。お早めにお申し込みください。■申込締切 (100 )

（予定）主催： 日本河川協会 共催：彩の川研究会 後援：埼玉県公益社団法人

、「 」 。当講演会は 土木学会CPDプログラム として認定されています

（ ）切り取らずにこのままFAXしてください

日本河川協会 ＦＡＸ：０３－３２８８－２４２６行

第１９９回「河川文化を語る会」参加申込書

ふりがな

（いずれかを○で囲んでください）氏 名 二種正会員 ・一 般・学 生(個人会員)

(記入は任意)勤務先

建設コンサルタント・建設会社・その他民間企業・行政・財団/社団・NPO等川や水の活動・その他※職種（いずれかに○）

TEL （ ） FAX （ ）

※ ご連絡いただきました個人情報は、厳重に管理した上で、講演会等当協会からのご案内に利用させていただきます。

※ 天候等の理由により、やむを得ず中止する場合は、当協会のホームページにてお知らせいたしますのでご確認ください。

当講演会は、公益財団法人河川財団による
河川基金の助成を受けています。

 

 


